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検討の方向性～論点～（たたき台）

研究会における論点

① 共同物流等を進める上での課題について

 荷主や物流事業者が共同物流等を進める上で、コスト、商慣行等の観点から障
壁となっていることはあるか

 共同物流等に成功している例におけるキーポイントは何か

 共同物流等に至らなかった例においては何が原因となって至らなかったのか

② 課題を克服するために必要な取組について

 ①の課題を克服するために必要なことは何か

 そのために国に期待される役割は何か

 検討の方向性として、下記の論点に対する議論を通じて、共同物流等の促進に向けた方策につ
いて整理を行うこととしてはどうか。
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検討の進め方（たたき台）

 検討の進め方として、共同物流等を以下の類型に分け、物流事業者や荷主等からヒアリングを
実施することにより検討を進めてはどうか。

 その際、特に深掘りして検討すべき類型はあるか。

輸送リソースの共同活用
（コンテナラウンドユース、中
継輸送、帰り荷の確保等）

幹線における複数物流事業者
による共同輸送

複数荷主による共同輸配送

地域内輸送幹線輸送
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荷主間の
共同物流

物流事業者間
の共同物流

住宅地、市街地内における
宅配便等の共同配送

過疎地域における宅配便等の
共同配送

建築物における宅配便等の
一括配送

モーダルシフト

物量の平準化

貨客混載
その他の取組


